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シ
リ
ン
グ
ロ
ー
－
、
ホ
ー
ン
グ
レ
ン
、

　
ク
ロ
ー
ニ
ン
グ
シ
ー
ル
ド
に
み
る

原
価
計
算
研
究
の
新
動
向石

　
塚
　
博
　
司

　
　
　
　
－

　
原
価
計
算
の
研
究
に
新
し
い
波
が
打
ち
寄
せ
た
。
経
営
管
理
へ
の
活
用

と
い
う
観
点
か
ら
、
原
価
計
算
間
題
に
接
近
し
よ
う
虐
す
る
試
み
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

る
。
そ
れ
は
ツ
リ
ソ
グ
日
－
（
o
〇
三
〇
目
ω
婁
旨
目
口
q
－
o
奏
）
に
よ
っ
て
騰
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

波
を
ひ
き
お
こ
さ
れ
、
ホ
ー
ソ
グ
レ
ソ
（
O
ぎ
『
－
窪
ド
ほ
冒
湾
彗
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嶋

ク
ロ
ー
ニ
ソ
グ
ツ
ー
ル
ド
（
O
o
轟
；
勾
・
0
3
奉
目
ぎ
胴
ω
巨
o
竃
）
に
よ
っ
て

同
じ
傾
向
の
研
究
書
が
発
表
さ
れ
る
に
お
よ
ん
で
、
や
が
て
一
つ
の
有
力

な
潮
流
に
ま
で
成
長
し
よ
う
と
さ
え
し
て
い
る
。

　
本
稿
は
、
管
理
の
た
め
の
原
価
計
算
と
い
う
立
場
を
強
く
打
ち
出
し
た

こ
の
三
点
の
著
書
を
紹
介
し
、
あ
わ
せ
て
原
価
計
算
研
究
の
新
L
い
動
向

を
さ
ぐ
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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二

　
三
点
の
著
書
の
内
容
を
目
次
に
し
た
が
っ
て
示
せ
ぱ
、

あ
る
o

次
の
と
お
り
で

シ
リ
ソ
グ
ロ
ー
　
　
　
　
ホ
！
ソ
，
ク
レ
ソ

一
、
管
理
会
計
の
墓

　
本
構
造

二
、
予
算
編
成
と
予

　
算
統
制

三
、
損
益
算
定
と
棚

　
卸
資
産
評
価

四
、
原
価
形
態

五
、
実
際
原
価
計
算

　
制
度
－
材
料
費
お

　
よ
び
労
務
費

六
、
材
料
費
と
労
務

　
費
の
標
準
原
偶

七
、
標
準
原
価
計
算

　
制
度
－
材
料
費
お

　
よ
び
労
務
費

第
一
部
　
原
価
計
算

　
の
基
礎

一
、
経
営
組
織
に
お

　
け
る
会
計
担
当
者

　
の
役
割

二
、
原
価
用
語
と
原

　
価
計
算
の
二
日
H
的

三
、
原
価
－
操
業
度

　
－
利
益
の
関
係

四
、
統
制
の
た
め
の

　
原
価
の
集
計
と
製

　
晶
原
価
の
計
算

第
二
部
　
当
座
的
業

　
務
渚
動
の
計
函
と

　
統
制
－
標
準
原
価

ク
ロ
ー
ニ
ソ
グ
ツ
ル
ド

第
一
部
　
基
本
的
な

　
原
理
と
手
続

一
、
序
説

二
、
工
揚
勘
定
、
製

　
造
原
価
報
告
書
、

　
工
場
元
帳

三
、
単
位
原
価
の
決

　
定
1
－
総
合
原
価

　
計
算

四
、
単
位
原
価
の
決

　
定
皿
－
個
別
原
価

　
計
算

五
、
材
料
費
の
統
制

　
と
計
算

六
、
労
務
費
の
統
制
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八
、
弾
力
性
予
算
と

　
製
造
聞
接
費
の
続

　
制

九
、
製
造
間
接
費
の

　
部
門
配
賦

一
〇
、
製
造
間
接
費

　
の
製
品
へ
の
配
賦

一
一
、
総
合
原
価
計

算
の
諾
間
題

一
二
、
達
産
品
と
副

　
産
物

一
三
、
非
製
造
原
価

　
の
統
制

一
四
、
計
画
設
定
予

　
算
（
1
）

一
五
、
許
画
設
定
予

　
算
（
■
）

一
六
、
意
思
決
定
の

　
量
的
要
索

一
七
、
資
本
支
出
分

　
析一

八
、
増
分
分
析
と

　
操
業
度
分
析

一
九
、
直
接
原
価
計

　
算

二
〇
、
製
品
価
格
設

　
お
よ
び
予
算

五
、
標
準
原
価
序
説

　
－
直
接
材
料
費
お

　
よ
び
直
接
労
務
費

六
、
予
算
総
説
－
利

　
益
計
画

七
、
原
価
の
動
き
、

　
製
造
聞
接
費
お
よ

　
び
弾
力
性
予
算

八
、
責
任
会
計
、
業

　
績
報
告
書
お
よ
び

　
モ
i
テ
ィ
ベ
イ
シ

　
ョ
ン

九
、
標
準
原
価
と
製

　
晶
原
価
の
計
算
－

　
間
接
費
差
異
分
析

一
〇
、
間
接
費
1
そ

　
の
純
化
、
限
界
お

　
よ
び
補
功
部
門

一
一
、
標
準
原
価
と

　
弾
カ
性
予
算
の
適

　
用
例
題

第
三
部
　
特
殊
の
意

　
思
決
定
と
長
期
計

　
画
の
た
め
の
原
価

一
二
、
業
績
測
定
、

　
と
計
算

七
、
製
造
聞
接
費
1

　
1
製
造
間
接
費
の

　
予
算
お
よ
ぴ
配
賦

八
、
製
造
間
接
費
■

　
－
製
造
閲
接
費
の

　
記
録

九
、
製
造
問
接
費
皿

　
－
製
造
問
接
費
差

　
異
の
分
析

一
〇
、
標
準
原
価
1

　
－
基
本
概
念
と
原

　
則
、
差
異
分
析

一
一
、
標
準
原
価
皿

　
－
標
準
原
価
計
算

　
の
手
続

第
二
部
　
会
計
資
料

　
の
管
理
的
活
用

一
二
、
原
価
の
変
動

　
佳
の
分
析

ニ
ニ
、
販
売
費
分
析

一
四
、
損
益
分
岐
点

　
分
析

一
五
、
原
価
、
操
業

　
度
、
利
益
の
分
析

一
六
、
損
益
の
分
析

　
定

二
一
、

　
報
告

二
二
、

　
格

内
部
利
益
の

内
部
振
替
価

　
価
格
設
定
、
そ
の

　
他
の
意
思
決
定
の

　
た
め
の
直
接
原
価

　
計
算

ニ
ニ
、
関
連
原
価
－

　
特
殊
の
意
思
決
定

　
の
基
本
概
念

一
四
、
資
本
予
算

　
（
個
別
的
選
択
問

　
題
）
序
説

第
四
部
　
特
捺
間
題

　
詳
論

一
五
、
連
結
原
価
と

　
副
産
物
原
価

一
六
、
総
合
原
価
計

　
算
の
技
術

一
七
、
仕
損
、
減
耗
、

　
不
良
晶
、
作
業
暦

一
八
、
非
製
造
原
価

一
九
、
在
庫
の
計
画
、

　
統
制
お
よ
び
評
価

二
〇
、
経
営
効
率
判
一

　
断
の
た
め
の
資
本

　
利
益
率

二
一
、
資
本
予
算
詳

　
説

一
七
、
意
思
決
定
の

　
た
め
の
原
価

一
八
、
予
算
制
度
1

　
－
現
金
予
算

一
九
、
予
算
制
度
n

　
1
資
本
予
算
、
資

　
本
利
益
率

二
〇
、
直
接
原
価
計

　
算

第
三
都
　
総
合
原
価

　
計
算
詳
論

二
一
、
仕
掛
品
、
減

　
損
お
よ
ぴ
仕
損

二
二
、
多
種
製
品
の

　
原
価
計
算
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三

第
五
部
　
会
計
制
度

二
二
、
会
計
制
度
と

　
内
部
統
制

二
三
、
工
場
元
帳
と

　
特
殊
仕
訳
帳

二
四
、
I
D
P
と
E

　
D
P

二
五
、
賃
金
計
算

第
六
部
　
再
論

二
六
、
C
P
A
試
験

　
問
題

二
七
、
意
思
決
定
－

　
不
確
実
憧
、
主
観

　
性
お
よ
び
会
計
担

　
当
者

二
八
、
原
価
計
算
と

　
統
計
亭
法

二
九
、
原
価
計
算
と

　
O
R

　
以
上
の
目
次
を
一
見
し
た
だ
け
で
も
、
こ
れ
ら
の
著
書
が
い
ず
れ
も
、

従
来
の
原
価
計
算
書
と
は
薯
し
く
趣
を
異
に
し
た
接
近
法
を
と
っ
て
い
る

こ
と
が
見
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
か
っ
て
、
原
価
計
算
と
は
、
製
品
単
位
当
り
に
つ
い
て
、
原
価
は
い
く

ら
か
か
っ
た
か
を
計
算
す
る
｝
」
と
で
あ
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
各
種
の
材

料
や
労
働
や
用
役
が
生
産
物
に
転
化
す
る
過
程
を
、
会
計
機
構
の
上
で
ど

の
よ
う
に
跡
づ
け
た
ら
よ
い
か
と
い
う
間
題
に
理
論
的
実
践
的
な
解
答
を

与
え
る
こ
と
が
、
原
価
計
算
論
の
第
一
の
研
究
課
題
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

原
価
計
算
は
、
も
と
も
と
、
財
務
会
計
か
ら
分
化
発
展
し
た
も
の
で
あ
る

か
ら
、
損
益
計
算
書
に
お
い
て
売
上
高
か
ら
控
除
さ
れ
る
売
上
原
価
、
賛

借
対
照
表
に
資
産
と
し
て
表
示
さ
れ
る
棚
卸
資
産
原
価
に
は
、
ど
ん
な
原

価
を
計
上
す
べ
き
か
、
そ
し
て
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
し
て
計
算
さ
れ
る
べ

き
か
、
と
い
う
問
題
に
重
点
が
お
か
れ
た
の
も
、
し
ご
く
当
然
の
な
り
ゆ

き
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
従
来
の
原
価
計
算
書
は
、
純
粋
に
会
計
的
観

点
か
ら
、
原
価
計
算
制
度
を
い
か
に
設
計
す
る
か
、
原
価
計
算
手
続
を
い

か
に
展
開
す
る
か
と
い
う
計
算
技
術
的
側
面
か
ら
接
近
を
は
か
っ
た
も
の

。
が
犬
都
分
で
あ
っ
た
。

　
や
が
て
、
原
価
計
算
は
、
財
務
会
計
の
単
な
る
補
助
計
算
と
し
て
の
み

存
在
す
る
も
の
で
は
な
い
｝
」
と
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
動

き
は
、
最
初
、
科
学
的
管
理
法
の
思
想
と
繕
び
つ
い
た
標
準
原
価
計
算
の

発
展
と
し
て
表
面
化
し
た
。
生
産
活
動
の
コ
ソ
ト
ロ
ー
ル
に
原
価
資
料
を

役
立
て
よ
う
と
す
る
動
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
近
年
に
な
っ
て
、
原
価
計
算

は
各
種
の
経
営
計
函
設
定
の
た
め
に
有
用
な
原
価
情
報
を
提
供
L
う
る
こ

と
が
認
識
さ
れ
た
。
ト
」
れ
が
原
価
計
算
の
計
函
設
定
目
的
で
あ
る
。

　
｝
」
う
し
て
、
原
価
計
算
の
研
究
に
お
い
て
ば
、
財
務
会
計
目
的
と
並
ん

で
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
、
経
営
管
理
目
的
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
原
価
計
算
研
究
書
に
は
、
標
準
原
価
計
算
、
変

動
予
算
、
直
接
原
価
計
算
、
営
業
費
分
析
、
特
殊
原
価
調
査
、
そ
の
他
の
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経
営
管
理
に
役
立
つ
計
算
技
術
が
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
｝
」
の
場
合
に
も
、
原
価
計
算
間
題
へ
の
基
本
的
な
接
近
方
法

に
は
、
き
わ
だ
っ
た
転
換
は
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
。
中
心
を
な
す
も
の

は
、
依
然
と
し
て
会
計
手
続
そ
の
も
の
で
あ
二
㌻
製
造
原
価
の
費
目
別

（
要
素
別
）
計
算
、
部
門
別
計
算
、
製
品
別
計
算
、
販
売
費
お
よ
び
一
般

管
理
費
の
計
算
と
い
っ
た
計
算
手
続
に
関
す
る
論
述
が
中
心
と
な
り
、
そ

の
あ
と
に
、
い
わ
ぱ
補
論
と
し
て
、
前
述
の
諸
技
法
が
つ
げ
加
え
ら
れ
た

だ
げ
で
あ
っ
た
。
要
す
る
に
、
従
来
の
原
価
計
算
書
は
大
部
分
、
会
計
専

門
家
を
対
象
と
し
た
会
計
手
続
に
関
す
る
技
術
指
導
書
と
し
て
書
か
れ
て

き
た
の
で
あ
る
o

　
こ
れ
に
対
し
て
、
シ
リ
ン
グ
日
1
、
ホ
ー
ソ
グ
レ
ソ
、
ク
ロ
ー
ニ
ソ
グ

ツ
ー
ル
ド
に
よ
っ
て
次
々
と
公
刊
さ
れ
た
三
点
の
薯
書
は
、
い
ず
れ
も
従

来
と
全
く
異
な
る
観
点
か
ら
原
価
計
算
間
題
に
接
近
し
て
い
る
。

　
　
「
私
は
、
こ
の
問
題
に
会
計
情
報
の
管
理
的
利
用
者
の
観
点
か
ら
接

　
近
し
ょ
う
と
試
み
た
o
私
が
会
計
上
の
概
念
と
手
続
を
選
択
す
る
際
に

　
用
い
た
基
準
は
、
そ
れ
は
経
営
者
の
必
要
を
み
た
す
か
ど
う
か
と
い
う

　
点
で
あ
る
o
」
（
シ
リ
ン
グ
ロ
ー
）

　
　
「
本
書
は
緩
営
者
が
そ
の
目
標
を
選
択
し
、
蓬
成
す
る
の
を
幼
け
る

　
高
度
の
数
量
的
考
案
と
し
て
の
原
価
計
算
に
焦
点
を
あ
わ
せ
て
い
る
o

　
資
料
を
集
計
す
る
た
め
の
会
計
制
度
や
手
続
に
も
、
十
分
注
意
を
払
っ

　
て
い
る
が
、
重
点
は
近
代
の
原
価
計
算
を
ダ
イ
ナ
ミ
ヅ
ク
で
ヴ
ァ
イ
タ

　
ル
な
も
の
に
す
る
概
念
に
向
げ
ら
れ
て
い
る
o
要
す
る
に
、
本
書
の
主

　
要
な
テ
ー
マ
は
、
「
異
な
る
目
的
に
は
異
な
る
原
価
を
」
　
で
あ
る
。
L

　
（
ホ
ー
ン
グ
レ
ン
）

　
　
「
本
書
は
、
原
価
資
料
の
集
計
よ
り
も
活
用
に
重
点
を
お
い
て
い

　
る
o
こ
の
目
的
を
は
た
す
た
め
に
・
少
な
く
と
も
最
近
ま
で
、
伝
統
的

　
な
方
法
と
」
て
認
め
ら
れ
て
き
た
接
近
法
と
は
、
か
な
り
か
け
離
れ
た

　
接
近
法
を
採
用
し
て
い
る
。
L
（
ク
ロ
ー
ニ
ン
グ
シ
ー
ル
ド
）

　
以
上
は
、
三
点
の
薯
書
の
序
文
の
一
節
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
い
ず
れ

も
、
原
価
資
料
の
作
成
技
術
そ
れ
自
体
で
は
な
し
に
、
原
価
資
料
の
管
理

的
利
用
老
の
立
場
か
ら
原
価
計
算
の
諸
問
題
を
と
り
あ
げ
よ
う
と
し
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
童
さ
に
、
　
「
管
理
的
原
価
計
算
と
い
う
考
え
方

は
、
会
計
を
簿
記
の
足
か
せ
か
ら
解
放
す
る
」
（
ホ
ー
ソ
グ
レ
ソ
、
　
二
二

頁
）
も
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
の
三
点
の
著
書
に
共
適
の
特
徴
点
を
あ
げ
れ
ぱ
、
次
の
よ
う

に
な
る
で
あ
ろ
う
o

○
　
原
価
計
算
を
広
く
内
部
報
告
会
計
な
い
し
管
理
会
計
と
し
て
と
ら
え

　
て
い
る
こ
と

　
シ
リ
ソ
グ
官
1
は
「
原
価
計
算
と
い
う
用
語
は
、
む
し
ろ
誤
解
さ
れ
や

す
い
。
そ
れ
は
、
今
日
で
は
も
は
や
、
原
価
に
関
す
る
会
計
だ
け
に
限
定

さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
内
部
的
管
理
会
計
（
ぎ
誌
；
巴
旨
彗
嵩
實
茎

彗
8
…
葦
胴
）
と
い
う
用
語
を
用
い
た
方
が
、
ず
っ
と
正
確
で
あ
る
」

（
序
文
）
と
述
ぺ
、
ホ
ー
ソ
グ
レ
ソ
は
－
」
れ
を
「
管
理
的
原
価
計
算
」

（
昌
彗
嵩
彗
邑
8
g
曽
8
…
け
ぎ
胴
）
と
表
現
す
る
。

　
彼
等
に
と
っ
て
、
原
価
計
算
と
は
、
単
に
製
品
を
製
蓬
す
る
の
に
い
く

ら
か
か
っ
た
か
を
会
計
機
構
の
上
で
追
跡
す
る
こ
と
だ
げ
で
は
な
い
。

9フ8
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「
そ
れ
は
、
経
営
者
が
当
面
の
活
動
を
統
制
し
、
合
理
的
な
計
画
設
定
と

意
思
決
定
を
行
な
う
際
に
役
に
立
つ
情
報
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

製
造
活
動
ぱ
か
り
で
な
く
、
調
達
、
管
理
、
販
売
等
の
一
切
の
経
営
活
動

を
対
象
と
す
る
。
」
（
シ
リ
ン
ダ
ロ
ー
、
二
頁
）

　
－
」
の
よ
う
に
原
価
計
算
を
広
く
理
解
す
る
・
」
と
に
よ
り
、
い
き
お
い
彼

等
は
、
従
来
の
原
価
計
算
書
と
は
全
く
異
な
っ
た
体
系
の
も
と
に
議
論
を

展
開
し
、
ま
た
、
原
価
計
算
書
で
は
あ
ま
り
扱
わ
れ
な
か
っ
た
項
目
を
多

数
と
り
あ
げ
る
。
た
と
え
ぱ
、
経
営
管
理
機
能
、
経
営
管
理
組
織
、
コ
ソ

ト
肩
ー
ラ
ー
制
度
、
予
算
管
理
制
度
と
い
っ
た
従
釆
の
原
価
計
算
書
で
は

か
た
す
み
で
部
分
的
に
し
か
論
じ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
聞
題
を
、
最
初
に

真
正
面
か
ら
と
り
あ
げ
、
資
本
予
算
、
現
金
予
算
、
利
益
増
減
分
析
、
事

業
部
制
下
の
会
計
と
い
っ
た
従
来
の
原
価
計
算
書
に
は
あ
ま
り
登
場
し
液

か
っ
た
項
目
に
、
そ
れ
ぞ
れ
重
要
な
地
位
を
与
え
る
。

　
こ
れ
ら
の
著
書
は
「
原
価
計
算
」
と
い
う
表
題
を
つ
げ
ら
れ
て
は
い
る

中
が
、
そ
の
内
容
は
童
さ
に
「
管
理
会
計
」
で
あ
る
。
管
理
会
計
と
い
う
題

名
で
出
版
さ
れ
た
に
し
て
も
、
少
し
も
奇
異
な
感
じ
を
受
げ
な
い
で
あ
ろ

う
。
し
か
も
重
要
な
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
著
書
が
、
計
算
手
続
の
側
面
に

ウ
ェ
イ
ト
が
か
か
り
が
ち
の
「
原
価
計
算
論
」
と
管
理
論
的
側
面
に
重
点

が
お
か
れ
が
ち
の
「
管
理
会
計
論
」
の
か
け
橋
の
役
割
を
果
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
単
な
る
論
理
の
積
み
上
げ
で
は
な
く
、
具
体
的
恋
計
算
手
続

や
計
算
方
法
の
基
礎
の
上
に
管
理
論
を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
あ
る

い
は
計
算
の
た
め
の
計
算
に
終
始
す
る
こ
と
な
く
、
具
体
的
な
管
理
目
的

と
の
有
機
的
な
関
連
の
も
と
に
計
算
手
続
や
計
算
方
法
を
展
開
し
て
い
る

と
こ
ろ
に
、
こ
れ
ら
の
著
書
の
一
面
に
の
み
か
た
よ
ら
ぬ
強
み
が
見
出
さ

れ
る
。

目
　
原
価
概
念
お
よ
び
原
価
の
計
算
に
多
面
的
な
接
近
を
は
か
っ
て
い
る

　
こ
と

　
「
原
価
は
、
そ
れ
が
集
計
さ
れ
る
特
定
の
冨
的
と
関
達
さ
せ
て
把
握
す

る
場
合
に
の
み
意
味
を
も
つ
。
い
い
か
え
れ
ば
、
異
な
る
巨
的
に
対
し
て

異
な
る
原
価
が
存
在
す
る
。
あ
ら
ゆ
る
場
含
に
適
用
さ
れ
る
単
一
の
正
確

な
原
価
概
念
た
ど
は
存
在
し
え
な
い
。
こ
の
よ
う
な
態
度
を
と
る
こ
と

が
、
原
価
計
算
の
研
究
を
真
に
み
の
り
あ
る
も
の
に
す
る
、
」
（
ホ
ー
ン
グ

レ
ン
、
一
九
頁
）

　
そ
㌔
」
で
、
た
と
え
ぱ
シ
リ
ソ
グ
ロ
ー
は
、
操
業
度
変
化
に
伴
な
う
原
価

の
分
類
と
し
て
固
定
費
と
変
動
費
を
、
意
患
決
定
の
た
め
の
原
価
と
し
て

増
分
原
価
と
埋
没
原
価
、
未
来
原
価
、
回
避
可
能
原
価
、
機
会
原
価
た
ど

を
、
会
計
制
度
上
の
原
価
の
分
類
と
し
て
直
接
費
と
間
接
費
、
製
品
原
価

と
期
間
原
価
、
管
理
可
能
費
と
管
理
不
能
費
た
ど
に
つ
い
て
説
明
す
る

（
第
四
章
）
。
恋
お
、
ホ
ー
ソ
ダ
レ
ソ
は
変
動
費
と
固
定
費
の
分
類
お
よ
び

管
理
可
能
費
と
管
理
不
能
費
の
分
類
を
計
函
設
定
と
統
制
の
た
め
の
原
価

と
し
て
説
明
し
（
第
二
章
）
、
未
来
原
価
、
差
額
原
価
次
ど
の
い
わ
ゆ
る
関

連
原
価
は
、
特
殊
の
意
思
決
定
の
た
め
の
原
価
と
し
て
別
に
扱
っ
て
い
る

（
第
ニ
ニ
章
）
。
ま
た
ク
ロ
ー
ニ
ソ
グ
ツ
ー
ル
ド
の
場
合
は
、
会
計
制
度
上

の
原
価
と
意
思
決
定
の
た
め
の
原
価
に
二
大
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て

細
か
く
説
明
す
る
（
第
一
章
お
よ
び
第
一
七
葦
）
。

　
「
原
価
に
関
す
る
会
計
と
い
う
よ
う
な
狭
い
観
点
か
ら
す
れ
ぱ
、
原
価

は
、
製
造
原
価
、
営
業
費
、
単
位
原
価
、
全
部
原
価
と
い
っ
た
も
の
に
隈

定
さ
れ
て
し
ま
う
。
｝
」
の
場
合
に
は
、
棚
卸
資
産
評
価
と
損
益
算
定
に
の

979
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み
関
心
が
向
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
近
代
的
な
会
計
担
当
者
の
観
点

は
も
っ
と
広
い
。
彼
の
場
合
は
、
製
品
原
価
を
計
算
す
る
た
め
の
原
価
計

算
の
重
要
性
を
認
識
し
た
が
ら
も
、
さ
ら
に
一
歩
進
ん
で
、
計
函
設
定
と

統
制
実
施
の
た
め
の
原
価
概
念
に
も
強
い
関
心
を
払
う
・
」
（
ホ
ー
ン
グ
レ

ン
、
三
四
頁
）

　
要
す
る
に
彼
等
は
、
経
営
内
部
に
お
げ
る
会
計
資
料
を
用
い
た
一
切
の

計
算
を
原
価
計
算
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
会
計
資
料
が
種
々
の
冒
的
に
活

用
さ
れ
る
の
に
照
応
し
て
、
原
価
の
概
念
な
い
し
分
類
も
多
面
的
に
と
り

あ
げ
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
原
価
の
概
念
や

分
類
を
、
単
に
そ
れ
の
解
釈
の
仕
方
を
説
明
す
る
だ
げ
で
な
く
、
全
巻
に

わ
た
っ
て
、
経
営
管
理
の
諸
間
題
や
諸
手
法
と
密
接
に
関
連
さ
せ
て
、
具

体
的
に
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

員
原
則
と
し
て
、
す
べ
て
の
計
算
手
続
を
管
理
目
的
と
の
関
連
に
お
い

　
て
と
り
あ
げ
て
い
る
ト
」
と

　
原
価
計
算
書
で
あ
る
以
上
、
当
然
に
、
一
般
に
認
め
ら
れ
た
原
価
計
算

手
続
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
会
計
手

続
そ
の
も
の
と
し
て
論
じ
な
い
で
、
経
営
管
理
と
の
関
連
に
お
い
て
と
り

あ
げ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
こ
れ
ら
の
著
書
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。
と
く

に
、
シ
リ
ソ
グ
ロ
ー
と
ホ
ー
ソ
グ
レ
ソ
の
薯
書
に
そ
の
特
徴
が
よ
く
あ
ら

わ
れ
て
い
る
o

　
た
と
え
，
ぱ
、
直
接
材
料
費
お
よ
び
直
接
労
務
費
の
計
算
に
つ
い
て
説
明

す
る
と
き
は
、
こ
れ
を
標
準
原
価
管
理
と
関
連
さ
せ
、
製
造
間
接
費
の
計

算
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
き
は
、
こ
れ
を
弾
力
性
予
算
と
結
び
つ
け
て
論

ず
る
。
（
こ
れ
は
、
漂
婆
原
価
管
理
と
予
算
管
理
の
、
そ
し
て
直
接
費
と

間
接
費
の
本
質
に
則
し
た
賢
明
な
と
り
扱
い
で
あ
る
と
恩
う
o
）
ま
た
、

都
門
別
計
算
に
つ
い
て
は
、
ト
」
れ
を
責
任
会
計
制
度
と
結
び
つ
げ
て
説
明

す
る
。
さ
ら
に
、
副
産
物
や
連
産
晶
の
原
価
の
算
定
に
つ
い
て
も
、
た
だ

会
計
上
の
原
価
の
控
除
計
算
や
按
分
計
算
を
説
明
す
る
だ
け
で
た
く
、
意

思
決
定
や
コ
ソ
ト
ロ
ー
ル
の
た
め
に
、
こ
れ
に
関
す
る
原
価
資
料
を
利
用

す
る
と
き
は
、
い
か
た
る
注
意
が
必
要
で
あ
る
か
と
い
う
点
を
重
視
す

る
。
営
業
費
に
つ
い
て
も
、
損
益
算
定
の
た
め
の
計
算
よ
り
も
、
む
し
ろ

計
画
設
定
や
コ
ソ
ト
ロ
ー
ル
の
見
地
か
ら
は
、
ど
ん
な
分
析
や
計
算
、
が
必

要
で
あ
る
か
と
い
う
点
に
焦
点
を
あ
わ
せ
て
い
る
。

　
要
す
る
に
、
従
来
の
原
価
計
算
書
に
お
い
て
、
や
や
も
す
る
と
見
ら
れ

が
ち
の
計
算
手
続
と
管
理
手
法
の
間
の
断
層
を
み
ご
と
に
結
合
さ
せ
、
両

老
を
一
体
化
し
て
い
る
点
、
苦
心
の
あ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

鱒
　
経
営
者
の
意
思
決
定
に
利
用
さ
れ
る
原
価
資
料
の
収
集
と
計
算
を
と

　
く
に
重
視
し
て
い
る
｝
」
と

　
近
代
の
原
価
計
算
を
と
く
に
グ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
も
の
に
L
て
い
る
の

は
、
解
決
を
要
す
る
将
来
の
個
別
的
な
譲
題
に
対
す
る
経
営
者
の
意
思

決
定
と
原
価
計
算
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
研
究
の
発
展
で
あ
る
。
薯
着
た

ち
も
こ
の
間
題
の
重
要
性
を
認
識
し
、
か
な
り
多
く
の
頁
を
さ
い
て
い

る
o

　
ま
ず
、
意
思
決
定
と
は
、
シ
リ
ソ
グ
ロ
ー
に
よ
れ
ぱ
、
　
「
特
定
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
、
製
晶
、
物
的
設
備
匁
ど
の
開
始
、
変
更
童
た
は
終
結
を
扱
う
も

の
で
あ
る
」
（
二
五
頁
）
。
ホ
ー
ソ
グ
レ
ソ
は
こ
れ
よ
り
簡
潔
に
定
義
す

る
。
　
「
意
思
決
定
と
は
選
択
す
る
ト
」
と
で
あ
る
。
選
択
ぱ
代
替
的
な
措
置

の
間
で
行
な
わ
れ
る
。
秦
用
可
能
な
各
々
の
措
置
は
、
将
来
こ
な
っ
て
ぼ
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じ
め
て
そ
の
給
果
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
が
、
将
来
を
正
確
に
予
測
す
る
こ

と
は
め
っ
た
に
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
か
ら
、
そ
れ
は
常
に
不
確
実
性
を

お
び
た
も
の
と
な
る
O
」
（
ホ
ー
ン
グ
レ
ン
、
七
二
六
頁
）

　
要
す
る
に
、
意
思
決
定
は
未
来
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

将
来
ど
う
な
る
か
の
予
測
を
常
に
含
ん
で
い
る
。
そ
れ
故
に
、
意
患
決
定

に
は
常
に
不
確
実
性
が
っ
き
ま
と
う
。
逆
説
的
に
は
、
こ
の
よ
う
な
不
確

実
性
が
存
在
す
る
か
ら
こ
そ
、
経
営
老
は
次
々
と
無
数
の
意
思
決
定
を
し

な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。

　
最
終
的
な
決
定
を
下
す
際
に
、
ど
ん
な
精
神
作
用
が
働
く
か
は
、
誰
に

も
わ
か
ら
な
い
。
経
営
者
の
知
性
が
完
全
に
働
け
ぱ
、
最
も
有
利
な
代
替

案
が
選
ぱ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
実
際
に
は
、
知
性
、
意
志
、
感
情
、
時
問

の
制
約
、
予
感
、
先
入
感
と
い
っ
た
も
の
の
相
互
作
用
の
も
と
に
、
選
択

が
行
な
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
、
結
果
的
に
は
不
適
切
な
意
思
決
定
だ
っ

た
と
い
う
場
合
が
少
な
く
な
い
。

　
そ
こ
で
、
経
営
者
の
意
思
決
定
の
成
功
率
を
高
め
る
た
め
の
試
み
が
な

さ
れ
た
け
れ
ば
な
ら
た
い
。
そ
れ
に
は
、
ま
ず
意
思
決
定
の
過
程
を
分
析

す
る
｝
」
と
か
ら
始
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
ホ
ー
ソ
グ
レ
ソ
は
意
思
決
定
の
過
程
を
次
の
七
段
階
に
分

げ
る
o
（
七
二
頁
）

　
ω
　
間
題
点
と
経
営
著
の
望
ん
で
い
る
特
定
の
目
的
を
明
確
に
す
る
。

　
②
　
い
く
つ
か
の
代
替
的
な
措
置
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
⑧
　
各
カ
の
代
替
案
の
緕
果
を
測
定
し
、
そ
れ
の
実
施
担
当
老
を
決
定

　
　
す
る
。

　
ω
　
各
々
の
代
替
案
の
原
価
と
収
益
を
計
算
し
、
そ
の
不
確
実
性
の
程

　
　
度
を
洲
定
す
る
。

　
㈲
　
代
替
案
の
う
ち
か
ら
一
っ
を
選
秋
す
る
。

　
⑥
　
そ
の
決
定
を
行
動
に
う
つ
す
。

　
㈹
　
そ
の
結
果
を
評
価
す
る
、
、

　
会
計
担
当
者
は
、
意
思
決
定
を
行
、
一
．
は
う
老
で
は
な
い
が
、
道
当
な
資
料

を
集
め
、
こ
れ
を
報
告
す
る
責
任
老
と
し
て
、
意
思
決
定
の
過
和
に
斎
、
要

放
役
割
を
は
た
す
。
と
く
に
代
替
案
の
発
見
と
測
定
は
、
会
計
担
当
看
の

な
す
べ
き
仕
事
で
あ
る
。
会
杜
の
歴
史
的
記
録
を
扱
っ
て
お
り
、
そ
の
記

録
に
含
窒
れ
る
数
字
の
意
味
と
隈
界
、
を
勿
り
つ
く
し
一
」
い
る
の
で
あ
る
か

ら
、
－
」
の
点
に
関
す
る
会
計
担
当
者
の
責
任
は
重
大
で
あ
る
。
　
（
シ
リ
ン

グ
ロ
ー
、
四
九
三
頁
）

　
と
こ
ろ
で
、
意
思
決
定
の
た
め
の
会
計
資
料
を
作
成
す
る
最
初
の
段
階

は
、
そ
の
意
患
決
定
に
関
連
す
る
原
価
を
関
連
の
な
い
原
価
か
ら
分
離
す

る
こ
と
で
あ
る
。
（
ク
ロ
ー
ニ
ン
グ
シ
ー
ル
ド
、
四
八
一
頁
）
そ
L
て
、

意
患
決
定
は
将
来
の
代
替
的
な
措
置
の
選
択
で
あ
る
か
ら
、
関
連
原
価
は

期
待
さ
れ
る
未
来
原
価
で
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
L
か
も
諾
代
替
案
の
も

と
で
差
額
を
生
ず
る
よ
う
な
原
価
の
み
が
関
連
を
も
つ
。
し
た
が
二
、
、

関
連
原
価
は
未
来
差
額
原
価
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
　
（
ホ
…
ニ

グ
レ
ン
、
三
七
五
頁
）

　
そ
れ
で
は
、
関
連
原
価
は
ど
の
よ
う
に
し
て
認
識
L
澱
定
し
た
ら
よ
い

の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
三
者
と
も
、
い
く
つ
か
の
仮
設
例
を
設
け
、

そ
の
各
々
に
つ
い
て
解
決
を
与
え
て
い
く
と
い
う
方
法
を
と
っ
て
い
る
。

そ
の
場
合
、
シ
リ
ソ
グ
ロ
ー
と
ホ
ー
ソ
グ
レ
ソ
は
資
本
支
糊
を
伴
な
う
き

思
決
定
と
、
そ
れ
を
伴
な
わ
な
い
意
思
決
定
と
に
二
大
別
L
、
敦
章
に
わ
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た
っ
て
詳
述
す
る
・
と
く
に
割
引
率
法
を
中
心
に
し
た
資
本
支
出
計
画
に

関
す
る
論
述
は
、
い
ず
れ
も
、
こ
の
分
野
の
最
近
の
文
献
を
総
合
し
、
明

解
な
論
理
に
よ
っ
て
貧
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ク
ロ
ー

ニ
ン
グ
ツ
ー
ル
ド
の
著
書
は
、
そ
の
点
簡
潔
す
ぎ
て
不
満
が
残
る
。

　
紙
巾
の
関
係
も
あ
り
、
細
都
に
ま
で
わ
た
っ
て
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
従
来
の
原
価
計
算
書
で
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
、
意
思
決
定
の
た

め
の
原
価
の
計
算
を
広
く
そ
し
て
深
く
検
討
し
た
薯
書
は
た
か
っ
た
よ
う

に
思
う
。

五

　
以
上
、
き
わ
め
て
概
括
的
で
は
あ
る
が
、
三
点
の
薯
書
を
紹
介
し
、
原

価
計
算
研
究
の
新
し
い
動
向
を
さ
ぐ
っ
て
み
た
。
経
営
管
理
の
た
め
の
原

価
計
算
と
い
う
立
場
を
強
く
打
ち
出
し
、
終
始
一
貫
し
て
、
異
な
る
目
的

の
た
め
に
は
異
た
る
原
価
を
と
い
う
考
え
方
を
徹
底
さ
せ
た
点
、
こ
れ
ら

の
著
書
に
は
、
従
来
の
原
価
計
算
書
の
論
述
法
の
常
識
を
破
っ
た
新
し
い

い
ぶ
き
。
が
感
じ
ら
れ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
ま
だ
十
分
に
熟
し
て
い
な
い
新
し
い
接
近
法
を
採
用
し
た

こ
と
に
よ
り
、
弱
点
も
随
所
に
見
出
さ
れ
る
。
積
み
込
め
る
か
ぎ
り
の
も

の
を
す
べ
て
積
み
込
ん
だ
と
い
う
よ
う
た
盛
り
沢
山
の
感
じ
を
受
け
る

し
、
著
書
の
体
系
も
雑
然
と
L
て
十
分
に
整
理
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
感

じ
も
受
げ
る
。
た
と
え
ぱ
、
シ
リ
ソ
グ
ロ
ー
の
薯
書
で
は
予
算
管
理
の
項

冒
が
、
ホ
i
ソ
グ
レ
ン
の
場
合
は
資
本
予
算
、
総
合
原
価
計
算
の
諸
手
続
、

意
思
決
定
の
問
題
が
、
そ
し
て
ク
ロ
ー
ニ
ソ
グ
ツ
ー
ル
ド
の
薯
書
で
は
、

総
合
原
価
計
算
に
関
す
る
説
明
が
前
後
に
分
断
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
、
シ
リ
ソ
グ
ロ
ー
の
場
合
、
営
業
費
の
計
算
と
分
析
に
つ
い
て
の
説

明
が
他
の
問
題
に
く
ら
べ
て
簡
単
す
ぎ
る
L
、
ホ
ー
ソ
グ
レ
ソ
の
場
合
、

計
画
設
定
の
概
念
が
必
ら
ず
し
も
明
確
で
た
く
、
ク
ロ
ー
ニ
ソ
グ
シ
ー
ル

ド
に
お
い
て
は
、
原
価
・
操
業
度
・
利
益
の
関
係
と
そ
の
適
用
に
の
み
注

意
が
向
き
す
ぎ
て
い
る
感
が
な
い
で
も
な
い
。
さ
ら
に
三
著
書
と
も
、
経

営
管
理
と
の
関
違
を
重
視
す
る
あ
童
り
、
原
価
計
算
の
会
計
手
続
に
つ
い

て
の
説
明
が
不
十
分
で
あ
る
ト
」
と
な
ど
で
あ
る
。

　
も
っ
と
も
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
薯
書
が
、
会
計
専
門
家

な
い
し
会
計
専
攻
学
生
の
み
で
注
く
、
広
く
経
営
の
財
務
的
側
面
に
関
心

を
寄
せ
る
人
々
を
も
対
象
と
L
て
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
点
か
ら
し
て
、

－
」
の
よ
う
な
批
判
を
加
え
る
こ
と
自
体
無
理
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
原
価
計
算
間
題
へ
の
こ
の
よ
う
た
接
近
方
法
は
、
十
分
に
意

義
の
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
今
後
も
こ
う
い
っ
た
傾
向
の
著
書
は
あ
ら
わ
れ

つ
づ
げ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
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